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 腎保在に関する研究は,これ迄低温,高 圧酸素, 凍結,潅流等種々の 方法で行なわれている が,長
 期間保存の成功例は,灌読法によってである。 これま でH㎜ PhrieS 等やBe lZer等に依って行な
 われた72 時間 腎低 温潅流保存の成功が最も長期間で, 且つ安定 したもの である。 著者はHumPhrieS
 等や Be IZer 等の用いた 凍結 に依る脱フイ ブリノー ゲン血漿を潅流液と して使用 し, 腎の潅流 保存
 を 試みたが, 時間の経過と共に 腎細小血管の栓塞が 見られる様になり,血流の低下を来た した。 これ
 を改 署す るため特殊な潅流 を作成 し, 腎潅流保存を行った結果,より安定 した長期間潅流が得られた
 ので,長期潅流甲の流量, 尿量, 腎機能を検討 し, 更に自家移植を行って,Via b⊥li 仁yの判定及
 び組織学的検 索を行ったので,この経果を報告する0 1,研究 方 法:(1)潅流 液。 犬血漿を34%飽和
 硫安に して 塩析 し,フイ ブリ ノーゲン 及 びr- glO Oul inを除駿 し, その上清を更に 70 %飽和硫安
 にて 塩析を行い沈澱 部の Al bumin,α,〃 gloou! inを 取り 出 し, 透析 を 4。C 下2%Na el 液に
 対 して3 ～4 日間行い,これに組織培養液Tc199を加え, PH 7. 4～7.5,総蛋白量 4.0 9/dl滲透[E
 295皿osm に調整作成 した。 更に潅流液500認にハイ ド・コーチゾン,インシュリン,各種
 ビタミン,抗生物質,ヘパリンを加え, 0.22μミリポァフイルターを通 しこれを使用 した。 又著者
 の方法と比較検討すべく, Be lZer 等やHum ph ries 等の 行った凍結に依る脱フィ ブリ ノーゲン血
 漿に同量のハンクス 氏液を加えた潅流液を使用 して対照群と して検討を改えた。 (2)潅流温度:.40 G
 {3) 潅流圧: 最 高 圧 90 ～80伽Hg,最低圧50 ～40朋Hg,脈圧40閉Hg脈波型。 l4)酸素化
 方法二教室の松岡等が 製作 した 少流量用毛細管式膜型人工肺を使用 して純酸素 0.5～ 2.OZ/皿in
 を送り 込ん で酸素化を行ない常 時潅流液の酸素分圧 (PaO2) は300ηπH9以上炭酸ガス分 圧
 (PaGO2) 30伽H 9以下を保 持 した0 2,実験結果,著者の方法で10例, Be lzer 等の方法
 で3 例の72時間潅流を 行つ た。 そ の結果を比較すると,灌流量, 尿量 は,著者の方法では72時間
 潅流甲安定 してむるが,Be lZer 等の 方法では,時間の経過と共に低下 して行った。 PH,乳酸,
 ピリ ビン 酸,電解質の変動は 著者の 潅流液を使用 した方法では変動少なく Be lZer 等の潅流液を使
 用 した 方法では不安定 で上昇が激 しかった。 特にPHは経時的に下降 し補正の必要が多かった。 又ク
 レアチニン・尿素窒素,グルコ ースは, BelZer 等の方法に比較 して,安定 した 経過を示 した。 こ
 の結果により著者の実験方法は安定 した潅流保存が得られたので,更に長期間の潅流保存が可能と考
 え120 時間 低温潅流保存を行なった。 著者の考案 した潅流液,条件にて,10例の実験を行なった。
 120時間潅流に於いても,流 量及 び尿量は10例共すべて安定 しておった。 pa O2,PVO2,PH,
 も安定 し・ 又電解質・クレアチニン,尿素,窒素,乳酸, ピリビン酸,グルコ ース 共に 正常範囲内で
 わずかに変動を示すの みで,120 時間潅流甲,安定 した経過を示 した0 72時間及 び1 20時間灌
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 流後の組織学的 所見を検索すると,72時間潅流保存に於いて,著者の考案 した潅流液を 使用 して実
 験を行な つた群では, 糸球体は比較的 良好であり,糸球体 係蹄の 肥 厚と 細 胞数の増加が認められる 程
 度である。 尿細管では近位尿細管上 皮の 変性が認められるが,間質の 浮腫は軽度であ る。 これ に比較
 して Be lZer 等の脱フィブリノーゲン血漿群では 糸球体の2/3が壊死に落ち入り,糸球体係蹄の
 著 しい肥厚が目 立ち,尿細管上皮の萎縮と間質の浮腫が 強度であった。 更に著者の灌流液で120時
 間灌 流保存を行なった後の組織像は,糸球体は 形態 が保たれている もの があるが,72時間潅流時と
 比べて特に尿細管の 変性が著 しく,近位及 び遠位細 管上皮の空胞化と無核 化があり,浮腫も 認められ
 た。 96及び1 20 時間潅流 後に,Via Dil nyを判定するため自家移植を行な つた。 潅流後,直
 ちに25`b に暖めたペパリン加生食水でWa Shouむ した後,右腸骨窩に 自家移植を行なった0 96
 時間潅流保存後2例,120時間5例の実験を施行。 1例は16日間の生存を得, 尿排出も正常で,
 尿素も 移植後4日間で正常に戻り 順調な経過をた どつたが, 残念 ながら16日目でヂステ ンバーで死
 亡 した。 死後の 組織像は糸球体 係蹄の肥厚と細 胞の 増加を軽度に認めるのみで間質の 浮腫もなぐ,ほ
 ぼ正常に近い組織像を呈 した。 又他の1例は4日目迄尿 排出を認めたが,腎動脈 吻合 部血 栓で7日目
 で死亡 した。 120時間潅流保存後 自家移植 した5例は,最長10日 ゴ最短5日で死亡 したが,全例
 '共尿排出を認め た。 その内3例は,尿素窒素 が一旦正常近く に戻りな がら,血栓或はヂス テンバーセ
 死亡 した。 他の2例は,' 移植後より尿素窒素が増 し, 腎動脈血栓で早期に死亡 してかる。 この結果か
 らi著者の方法による潅流に より 腎は 十分に120時間Via Dili もy を保 ち得る ものと考え られる。
 この外に1例のみである が10日間潅流後自家移植 した例があるが,この長期保存甲も流量, 尿量共
 安定 してかり,自家 移植 後も 3日目迄尿の排出を認めたが 移植後 7日目 で 腎静脈の血栓 形成のため死
 亡 した。 以上の結果より, 腎長期低温保存を行なうため,潅流条 件,装置,潅流液を改良し, 潅流保
 存甲経過を検討 し更に自家移植を行ってViaD⊥li 七yを判定 した 結果を 総括すると,1)潅流 量と
 しては塩折血清蛋白加TG199の潅流液を開発 し, これを使用 して,著者の考案 した潅流装置,条
 件下で120 時間低温灌 流保存を可能と した0 2)更に 96 時間,120時間潅流保存後に自家移植
 を施行,移植後の 尿排泄,尿素 窒素の変化,組織学的所.見より,十分な機能を有 し,via Di li もy
 が有 る事を 明らかに した。
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 審査結果の要旨
 近年 腎不 全の 患者に対 して 腎同種移植 が盛 んに 行われる よう になり, 腎の Dono 工源の 確保はき わめ
 て重要な 問題となった。 living I)onOr に 腎の供給源を依存 する限り多くの制約があるため最近
 では死体腎を DOnorと して選ばれるようになってきてむり,広く 死体 腎を活用 する ため臓器保存の
 必要性が生じてきた。 本論文は この目的を達する ため,犬腎を使用 して体外にて低温,長期間潅流を
 行い, 更に 自家 移植を 試み,灌流 腎の vi abili 七y を検索 した実験的研究 であ る。
 腎保 存に 関する 研究 は非常に多く 存在 する が,最も長期間 且つ安定 した結 果を得 られてい るの は
 Hu皿phrie8 等やBelzer 等の行った72時間低温潅流保存の報告である。 本論文の著老は
 Humphires やBelzerの用いた凍結により脱フィブリノーゲン を行つ た血漿を灌流液として使用
 し 腎灌 流保存を試みたが, 時間の経過 と共に 腎細 小血管の 栓 塞が 見られるようになり,血流の低下を
 来た し安定 した灌流 が得られなかつ た。 これを改善 するため著者は犬血 漿より 硫安の 塩折 で得られた
 血清蛋 白を加えた組 織培養液TC19 9液を作成し, これを 潅流液と して 使用 した が,これにより灌流量の
 低下 が非常に少く,安定 した9 6～ 120時間爾灌流に成功 している。 灌流 腎の 組織学的検索に沿い
 ても 腎の 形態学 的変化は極めて 軽微であったと云 う。 更に著者は 長期間(96～120時間)潅流腎
 の viabi li ty を検索する ため自家移植を 試みている が, その 結果 充分な 永久 生着の可能性を有 して
 いることを証明 してい る。
 以上,本論文の 著者は従来の報告 に見ない長 時間の安定 した灌流 によって 腎保存 を可能に した もの
 で,移植研究及びその 臨床応用に資 する ところ が大きく,博士授与 に値する。
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